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柳瀬龍吉

　

は
じ
め
に

　﹁
姫
路
城
の
東
の
心
柱
は
、
福
崎
町

か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
⋯
。﹂
　
　
　

　
西
播
磨
文
化
協
会
会
合
で
市
川
町
笠
形

神
社
の
ご
神
木
が
、
姫
路
城
の
西
心
柱
に

使
わ
れ
て
い
る
話
を
紹
介
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
の
際
、
福
崎
町
文
化
協
会
の

あ
る
会
員
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
と
ば
だ
。

　
そ
の
い
き
さ
つ
を
当
協
会
役
員
の
長
澤

秀
人
さ
ん
、
牛
尾
雅
一
さ
ん
や
担
当
者
と

一
緒
に
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
、
姫
路
城
と
心
柱　

　
羽
柴
秀
吉
は
中
国
攻
め
の
た
め
、
姫
路
に

城
を
構
え
た
。
し
か
し
三
層
の
天
守
で

あ
っ
た
。
　

　
そ
の
あ
と
、
池
田
輝
政
が
現
在
の
五
層
の

天
守
に
作
り
替
え
た
。
輝
政
は
、
家
康
の

女
婿
で
あ
り
、
西
の
お
さ
え
と
し
て
姫
路

城
を
任
さ
れ
た
。
　

　
彼
は
岐
阜
城
・
三
河
吉
田
城
の
城
主
の
時
、

震
災
を
経
験
し
て
い
た
の
で
、
耐
震
構
造

と
し
て
二
本
の
柱
に
全
て
の
加
重
が
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
た
。
一
本
に
約
百
ト
ン

が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
内
、
西
心
柱
は
笠
形
神
社
の
ご
神

木
の
ヒ
ノ
キ
と
木
曽
の
ヒ
ノ
キ
を
三
階
で

繋
い
で
い
る
。

　
し
か
し
、
東
心
柱
は
ど
こ
か
ら
出
て
、

ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
た
か
不
明
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
き
っ
か
け
で
、
東
心

柱
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
重
要
な

発
見
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
か
ら
約
六
十

年
前
に
当
時
の
大
善
寺
︵
福
崎
町
大
貫
︶

住
職
で
あ
っ
た
棟
廣
智
航
さ
ん
と
長
男
で

あ
る
照
文
さ
ん
が
、
寺
院
に
保
管
さ
れ
て

い
る
古
文
書
を
整
理
し
て
い
る
時
に
、
姫
路

城
の
東
心
柱
に
大
善
寺
の
木
材
が
使
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
面
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
れ
が
大
善
寺
縁
起
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
当
時
の
姫
路
市
立
図
書
館
長
で

あ
っ
た
吉
識
利
貞
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
、
吉
識
さ
ん
を
通
じ
て
橋
本
政
次

さ
ん
へ
報
告
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
は
、﹃
姫
路
城
史
﹄
全
三
巻
を

編
集
し
た
人
で
、
姫
路
城
に
関
し
て
は

最
高
の
権
威
者
で
あ
っ
た
。

　
古
文
書
を
分
析
し
た
橋
本
さ
ん
は
、
こ

れ
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

こ
の
内
容
を
神
戸
新
聞
が
取
り
上
げ
た

結
果
、
多
く
の
人
々
が
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

　

二
、
築
城
史
に
新
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
大
善
寺
縁
起
︶

　
橋
本
さ
ん
の
調
査
か
ら
、

＊
紙
質
、
筆
跡
、
墨
蹟
か
ら
江
戸
時
代
前

　
期
の
も
の
に
間
違
い
が
な
い
。

＊
格
調
高
い
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

＊
当
山
︵
大
善
寺
︶
の
木
を
東
心
柱
に

　
使
っ
た
。

＊
輝
政
が
三
宝
荒
神
︵
大
善
寺
の
裏
に 

　
あ
る
︶
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
が
わ

　
か
っ
た
。

＊
巻
き
物
の
大
き
さ
は
、
天
地
三
十
㎝
、

　
長
さ
一
ｍ
五
十
㎝
、
一
部
虫
に
食
わ
れ
て

　
い
る
が
判
読
で
き
る
。

＊
大
善
寺
が
困
っ
て
い
る
と
き
、
境
内
か
ら

　
心
柱
が
出
て
、
城
主
か
ら
信
頼
さ
れ
た
。

＊
も
し
、
姫
路
城
史
を
改
訂
す
る
こ
と
が

　
あ
れ
ば
、
大
善
寺
縁
起
の
こ
と
を
加
筆

　
し
た
い
。

姫路城

昭和36年5月10日

（神戸新聞）
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姫
路
城
を
支
え
る
東
西
心
柱
の
考
察

　

三
、
大
善
寺
縁
起
と
心
柱

　
大
善
寺
は

＊
所
在
地
　
福
崎
町
西
大
貫

＊
創
建
年
　
大
化
元
年
︵
六
四
五
年
︶

＊
開
　
基
　
法
道
仙
人

　
　
　
　
　
　
法
道
仙
人
は
法
華
山
一
乗

　
　
　
　
　
　
寺
他
四
十
八
ケ
寺
を
開
く

＊
宗
　
派
　
真
言
宗

　　
慶
長
十
四
年
︵
一
六
〇
九
年
︶
、
当
時

大
善
寺
の
隆
玄
住
職
は
姫
路
城
造
営
に

あ
た
り
、
三
宝
荒
神
の
神
木
を
東
心
柱
と

し
て
提
供
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
輝
政
と

交
流
が
深
ま
っ
た
。

　
大
善
寺
は
姫
路
城
か
ら
、
鬼
門
の
方
向
に

あ
り
、
輝
政
は
一
宇
の
社
＝
一
棟
の
堂
＝
を

建
立
し
鬼
門
神
と
し
て
祭
り
料
を
上
納
し

た
と
縁
起
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
当
時
姫
路
城
や
輝
政
の
周
辺
に
不
可
解
な

事
故
・
事
件
が
た
び
た
び
起
き
た
。

　
例
え
ば
、
輝
政
の
病
状
が
悪
化
し
た
り
、

枕
元
に
﹁
や
ま
ぶ
し
﹂
が
現
れ
た
り
、
風

も
な
い
の
に
姫
山
の
木
が
ば
た
ば
た
と
倒

れ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く

の
で
、
ゴ
マ
を
焚
き
祈
祷
さ
せ
る
と
次
第
に

静
か
に
な
り
、
病
状
も
回
復
し
た
。︵
姫
路

城
史
上
巻
六
二
八
ｐ
︶

　
た
だ
こ
れ
だ
け
で
、
東
心
柱
に
使
わ
れ

た
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
。

　
橋
本
氏
は
木
の
大
き
さ
、
輝
政
と
隆
玄

住
職
の
交
流
か
ら
、
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い

だ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。

　

四
、
古
文
書
を
点
検

　
昨
年
四
月
大
善
寺
を
関
係
者
と
訪
ね
る
。

棟
廣
照
文
氏
の
智
子
︵
禅
月
︶
夫
人
に

貴
重
な
資
料
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
丁
寧
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
時
代
を

感
じ
ら
れ
る
。
大
善
寺
縁
起
の
一
部
に
は

﹁
池
田
輝
政
公
姫
路
城
造
営
之
切
佛
閣
之

山
林
伐
○
築
之
時
當
山
有
伐
採
為
心
柱
城

郭
成
就
⋯
﹂︵
○
は
不
明
︶

　
即
ち
、
こ
の
山
に
あ
っ
た
大
木
を
心
柱
と

す
る
こ
と
で
城
が
完
成
し
た
。

　﹁
福
崎
町
文
化
﹂
第
一
号
︵
昭
和
六
十

年
三
月
三
十
一
日
発
行
︶
に
当
時
の
大
善

寺
住
職
で
あ
っ
た
棟
廣
照
文
さ
ん
が
そ
の

い
き
さ
つ
を
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

　
照
文
さ
ん
は
、
﹁
こ
れ
は
あ
く
ま
で
寺

側
の
記
述
で
あ
り
、
縁
起
な
ど
は
概
し
て

誇
大
表
現
が
多
い
。
﹂
と
謙
遜
し
て
書
か

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
大
善
寺
縁
起
第
二
巻
目
、
宝

暦
縁
起
に
は
信
憑
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
宝
暦
十
年
に
当
時
の
藩
の
碩
学
で

あ
っ
た
、
好
古
堂
の
伊
藤
蘭
斎
が
草
稿
し
、

春
日
寺
玄
韻
住
職
に
よ
っ
て
清
書
さ
れ
、

姫
路
公
家
臣
松
平
孫
三
郎
の
文
箱
に
お
さ

め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
年
四
季
、
大
善
寺
か
ら
城
内
へ

十
数
人
を
招
き
大
般
若
転
読
を
行
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
︵
姫
路
城
史
下
巻

二
九
二
ｐ
︶

　
第
三
者
に
よ
っ
て
草
稿
さ
れ
、
記
述
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
憑
性
が
高
い
。

　
し
か
し
、
照
文
さ
ん
は
、
四
百
年
近
く

前
の
こ
と
で
そ
の
木
の
痕
跡
が
残
っ
て
い

な
い
の
で
確
た
る
証
拠
が
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　
東
心
柱
は
、
大
き
さ
は
全
長
二
十
四
・

八
ｍ
　
直
径
九
十
八
㎝
で
あ
っ
た
。

　
木
の
大
き
さ
を
証
明
す
る
こ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
古
老
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
大
門
に
﹁
ス
エ
キ
ヤ
﹂
と
云
う
屋
号
の

池田輝政像

鳥取県立博物館所像

大善寺縁起
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姫
路
城
を
支
え
る
東
西
心
柱
の
考
察

大
き
な
家
が
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
心
柱
の

末
の
木
で
一
軒
の
家
が
建
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
改
築
さ
れ
、

そ
の
時
の
木
が
一
切
残
っ
て
い
な
い
。
も
し
、

そ
の
時
の
家
の
一
部
が
残
っ
て
い
れ
ば
、

今
の
心
柱
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
心
柱
が
当
地

か
ら
出
た
こ
と
が
か
な
り
の
高
い
確
率
で

証
明
さ
れ
る
。
﹁
ス
エ
キ
﹂
で
一
軒
の

家
が
建
っ
た
と
な
れ
ば
、
相
当
大
き
な

木
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
五
、
大
善
寺
由
来

　
寺
の
玄
関
の
脇
に
由
来
が
次
の
よ
う

書
か
れ
て
い
る
。

　﹃
当
山
は
雲
頂
山
大
善
寺
と
号
し
、
白
鳳

元
年
に
法
道
仙
人
が
開
祖
、
宗
派
は
東
寺

真
言
宗
で
あ
る
。

　
本
尊
に
薬
師
如
来
を
祀
り
、
旧
本
堂
・

現
護
摩
堂
に
不
動
明
王
、
大
師
堂
に
弘
法

大
師
像
、
三
宝
荒
神
堂
に
三
宝
荒
神
、
開

祖
法
道
仙
人
、
愛
宕
大
権
現
を
祀
る
。

　
慶
長
十
四
年
︵
一
六
〇
九
年
︶
、
池
田

輝
政
公
の
姫
路
城
造
営
に
あ
た
り
、
三
宝

荒
神
の
神
木
を
心
柱
と
し
て
供
出
し
た
こ

と
や
、
当
寺
の
位
置
が
城
か
ら
見
て
北
東
・

鬼
門
に
あ
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
善
寺
と

姫
路
藩
と
の
関
係
は
密
接
と
な
る
。
こ
の

時
の
大
善
寺
住
職
は
隆
玄
で
あ
り
翌
年
、

そ
の
縁
起
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
寺
僧
が
年
三
季
、
城
中
に
て

大
般
若
を
修
法
、
後
の
酒
井
公
の
代
に
は

年
四
季
、
大
般
若
を
奉
修
し
、
城
内
安
泰
の

祈
願
を
行
っ
た
。
︵
大
善
寺
記
　
伊
藤
蘭

斎
・
洛
西
沙
門
玄
韻
︶

　
ま
た
、
寺
内
に
﹁
亀
大
師
﹂
と
よ
ば
れ
る

百
八
十
五
セ
ン
チ
の
弘
法
大
師
像
が
あ
り
、

昔
、
篤
信
者
が
こ
の
像
を
背
負
っ
て
四
国

八
十
八
ケ
所
を
巡
拝
し
た
と
言
わ
れ
、
大

善
寺
裏
山
一
帯
に
は
四
国
八
十
八
ケ
所
の

お
砂
踏
み
霊
場
が
あ
る
。

　
ま
た
、
弘
法
大
師
入
定
一
一
五
〇
年
の

記
念
に
建
立
さ
れ
た
仏
舎
利
塔
に
は
、
唐
招

提
寺
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
仏
舎
利

︵
七
粒
︶
が
泰
安
さ
れ
、
阿
弥
陀
如
来
や

西
国
三
十
三
ケ
所
霊
場
の
観
音
菩
薩
三
十

三
体
︵
江
戸
中
期
︶
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。﹄

︵
原
文
の
ま
ま
︶

　
六
、
三
宝
荒
神
に
つ
い
て

　
荒
神
は
、
火
の
神
で
あ
り
、
台
所
の

神
と
言
わ
れ
る
。
一
般
に
災
難
を
除
去
す
る

神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
。

　
柳
田
國
男
は
﹁
阿
也
都
古
考
﹂
で
民
間

習
俗
に
お
け
る
荒
神
信
仰
が
各
地
に
あ
っ

た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
付
近
の
山
か
ら
出
た
こ
と
に
な
る
が
、

場
所
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

　
七
、
疑
問
点
を
検
証

◆
ど
の
よ
う
に
し
て
搬
出
し
た
の
で
し
ょ
う
？

　
長
さ
二
十
五
ｍ
も
あ
る
大
き
な
木
を

ど
の
よ
う
に
し
て
運
ば
れ
た
か
記
録
を

探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
。

　
た
だ
、
銀
の
馬
車
道
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
銀
の

馬
車
道
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
の
で

そ
の
ま
ま
と
は
言
え
な
い
。

　
お
そ
ら
く
、
農
閑
期
に
田
畑
に
丸
太
を

敷
き
詰
め
、
キ
ン
マ
︵
木
製
の
運
搬
用

具
︶
を
い
く
つ
も
繋
い
で
多
く
の
人
が

引
っ
張
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

◆
建
築
に
要
し
た
期
間
と
人
数
は
？

　
輝
政
が
支
配
し
た
の
は
、
播
磨
五
十
二

万
石
、
備
前
二
十
八
万
石
、
淡
路
六
万
三

千
石
、
合
計
八
十
七
万
三
千
石
の
大
大
名

で
あ
っ
た
。

　
各
地
区
に
人
数
や
資
材
を
割
り
当
て
て

集
め
た
。
延
べ
人
数
は
五
千
万
人
と
推
定

で
き
る
。

　
期
間
は
慶
長
六
年
︵
一
六
〇
一
年
︶
か

ら
同
十
四
年
の
短
い
期
間
に
完
成
さ
せ
て

い
る
。

◆
設
計
図
は
残
っ
て
い
な
い
か
？

　
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
何
も
な
し
に

こ
れ
だ
け
の
巧
妙
、
美
形
な
建
築
が
で
き

姫路城心柱出所の地

大善寺　由来　（玄関にたててある）

三宝荒神
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姫
路
城
を
支
え
る
東
西
心
柱
の
考
察

る
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
模

型
を
作
り
そ
れ
に
忠
実
に
建
て
た
の
で
は

な
い
か
と
云
う
説
も
あ
る
。

◆
姫
路
城
内
で
い
く
さ
を
し
た
こ
と
が
あ

　
る
か
？

　
城
内
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
不
落
の

工
夫
を
し
て
い
る
。
建
築
以
来
、
姫
路
城
で

戦
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
︵
﹁
姫
路

城
の
話
﹂
橋
本
政
次
著
︶

　
し
か
し
、
城
の
近
く
で
は
何
度
か
戦
っ

て
い
る
。

　
輝
政
以
前
の
赤
松
貞
範
の
時
、
赤
松
満

祐
の
時
︵
山
名
持
豊
が
攻
め
て
き
た
時
︶、

羽
柴
秀
吉
が
中
国
征
伐
の
時
な
ど
、
い
ず

れ
も
城
で
戦
っ
て
い
な
い
。

　
最
後
の
城
主
で
あ
る
酒
井
公
の
時
、
景

福
寺
か
ら
官
軍
の
空
砲
で
威
喝
さ
れ
た
が
、

開
城
を
決
め
て
い
た
の
で
、
い
く
さ
に
な

ら
な
か
っ
た
。

◆
火
災
は
な
か
っ
た
の
か
？

　
歴
代
城
主
は
火
災
を
厳
し
く
戒
め
た
。

し
か
し
、
安
永
五
年
︵
一
七
七
六
年
︶
六

月
七
日
落
雷
が
あ
っ
た
が
、
大
事
に
い
た

ら
な
か
っ
た
。
明
治
十
五
年
︵
一
八
八
二

年
︶
二
月
一
日
﹁
リ
﹂
櫓
を
焼
失
、
同
年

十
二
月
二
十
七
日
備
前
丸
を
焼
失
し
た
記

録
が
あ
る
。

◆
明
治
以
降
の
姫
路
城
は
？

　
明
治
六
年
一
月
十
四
日
﹁
廃
城
令
﹂
が

出
さ
れ
た
。

　
兵
器
の
発
達
で
戦
術
が
一
変
し
、
今
ま

で
の
城
郭
は
無
用
の
長
物
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
保
存
す
る
に
は
莫
大
な
経
費
が

か
か
る
。
ど
こ
の
城
も
厄
介
者
に
な
っ
て

次
々
と
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
姫
路
城
も
競
売
に
か
け
ら
れ
、
入
札
の

結
果
、
二
十
三
円
五
十
銭
で
、
姫
路
市
米

田
町
の
神
戸
清
一
郎
︵
か
ん
べ
せ
い
い
ち

ろ
う
︶
さ
ん
が
落
札
し
た
。
し
か
し
、
解

体
す
る
財
力
も
な
く
、
思
案
の
う
ち
に
月

日
が
流
れ
た
。

　
明
治
十
一
年
に
陸
軍
省
の
管
轄
に
な
り
、

つ
い
に
解
体
は
免
れ
た
。
し
か
し
、
手
入

れ
を
す
る
こ
と
な
く
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
。

市
民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
姫
路
城
を
市
民

か
ら
存
続
を
要
望
す
る
声
が
あ
が
り
白
鷺

城
保
存
期
成
同
盟
が
結
成
さ
れ
国
へ
要
望

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
力
が
政
府
を
動
か
し
、
明
治

四
十
三
年
、
四
十
四
年
に
国
費
九
万
円
を

投
じ
て
天
守
の
大
修
理
を
完
了
し
た
。
大

正
元
年
︵
一
九
一
二
年
︶
に
は
土
地
な
ら

び
に
建
物
を
無
償
で
姫
路
市
へ
貸
し
下
げ

ら
れ
た
。

◆
姫
路
の
大
空
襲
の
時
な
ぜ
焼
け
な
か
っ

　
た
か
？

　
昭
和
二
十
年
七
月
三
日
姫
路
の
大
空
襲
が

あ
っ
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘
員
の

話
で
は
﹁
姫
路
城
を
意
識
し
て
爆
撃
し
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
一
面
煙
で
見
え

な
か
っ
た
﹂
と
言
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
城
内
の
数
カ
所
に
焼
夷
弾
が

落
ち
た
。
天
守
閣
に
は
命
中
し
な
か
っ
た
。

戦
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
人
々
が
、
焼
け
野

原
の
中
に
そ
び
え
た
つ
姫
路
城
を
み
て
ど

れ
ほ
ど
心
を
ふ
る
い
立
た
せ
た
か
。
復
興

へ
の
意
気
込
み
が
燃
え
上
が
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
経
過
を
検
証
し
た
中
で
は
、

東
心
柱
が
取
り
換
え
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　
八
、
西
心
柱
の
取
り
換
え
の
経
緯

　
東
心
柱
は
補
強
を
し
て
い
る
が
、
築
城

以
降
取
り
換
え
て
い
な
い
。

　
一
方
、
西
心
柱
は
、
昭
和
の
大
修
理
の

と
き
、
中
心
ま
で
腐
っ
て
い
た
の
で
、
こ

れ
は
取
り
換
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
文
部
省
技
官
加
藤
得
二
さ
ん

は
全
国
の
林
業
関
係
者
へ
直
径
一
ｍ
以
上
、

長
さ
二
十
五
ｍ
以
上
の
ヒ
ノ
キ
を
探
し
て

ほ
し
い
と
触
れ
を
出
し
た
。

　
早
速
、
数
カ
所
か
ら
連
絡
が
は
い
り
、

現
場
へ
出
向
い
て
調
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、

空
洞
が
あ
っ
た
り
、
長
さ
が
不
足
し
て
い

た
り
と
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
っ
た
。

　
も
っ
と
広
範
囲
に
探
し
て
み
る
と
、
意

外
に
も
姫
路
か
ら
三
十
数
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に

条
件
に
み
あ
う
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
と
情
報
が

入
っ
た
。
そ
れ
は
旧
瀬
加
村
︵
現
市
川

町
︶
の
笠
形
神
社
の
ご
神
木
で
あ
る
。
し

か
し
、
い
く
ら
姫
路
城
の
心
柱
と
は
い
え
、

昔
か
ら
先
祖
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
ご
神

木
で
あ
る
と
、
住
民
の
中
か
ら
、
切
る
こ

と
に
﹁
待
っ
た
﹂
が
か
か
っ
た
。
城
の

担
当
者
や
地
元
の
関
係
者
が
住
民
を
説
得

し
て
、
何
と
か
測
量
が
許
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
地
上
十
五
ｍ
の
と
こ
ろ
で

復員して姫路駅に降りて最初に

目についたのは姫路城だった

５



姫
路
城
を
支
え
る
東
西
心
柱
の
考
察

わ
ず
か
の
歪
み
が
あ
り
、
諦
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

　
振
り
出
し
に
戻
り
、
考
え
た
末
、
こ
れ

だ
け
の
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
の
は
、
一
度
も

斧
が
入
っ
た
こ
と
の
な
い
奥
木
曽
に
し

か
な
い
の
で
は
と
、
木
曽
の
営
林
所
に

依
頼
し
て
、
雪
の
中
を
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
で

探
し
た
。

　
そ
し
て
、
目
当
て
の
木
は
見
つ
か
っ
た
。

太
さ
、
高
さ
と
も
に
十
分
あ
る
。
ヒ
ノ
キ
は

雪
解
け
を
待
っ
て
百
馬
力
の
ク
レ
ー
ン
で

ト
ロ
ッ
コ
道
ま
で
持
ち
出
し
た
。
注
意

深
く
運
び
、
貨
物
列
車
の
駅
ま
で
あ
と
数

キ
ロ
の
と
こ
ろ
で
、
後
ろ
の
ト
ロ
ッ
コ
が

谷
底
へ
﹁
ド
ス
ン
﹂
と
落
ち
、
真
二
つ
に

折
れ
た
。
割
れ
目
を
見
る
と
、
折
れ
て
は

い
る
が
、
半
分
は
十
分
に
使
え
る
。

　
加
藤
さ
ん
が
思
い
つ
い
た
の
は
、
笠
形

神
社
の
ご
神
木
と
、
折
れ
た
残
り
の
木
曽
の

ヒ
ノ
キ
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で

西
心
柱
の
改
修
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
地
元
で
は
姫
路
城
の
心
柱
に
な
る
の
な
ら
、

皆
で
祝
お
う
と
云
う
気
運
が
高
ま
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
九
月
十
二
日
に
ト
レ
ー

ラ
ー
に
乗
せ
ら
れ
た
ご
神
木
が
道
中
の

村
々
で
止
ま
り
、
集
ま
っ
た
人
々
に
祝
い

酒
を
ふ
る
ま
い
な
が
ら
姫
路
へ
向
か
っ
た
。

　
翌
十
三
日
上
牛
尾
、
下
牛
尾
の
住
民
は

甘
地
駅
か
ら
特
別
仕
立
て
の
五
両
編
成
の

列
車
に
乗
っ
て
姫
路
へ
向
か
っ
た
。
そ
し
て

盛
大
な
祝
い
曳
き
に
参
加
し
た
。

　
一
旦
あ
き
ら
め
た
木
が
ふ
た
た
び
お
役
に

た
っ
た
の
で
こ
の
木
を
﹁
運
命
の
木
﹂
と

名
付
け
て
、
兵
庫
県
中
学
校
道
徳
副
読
本
に
、

郷
土
学
習
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
い
き
さ
つ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
し
て
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、
木
曽
の
木
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

中
津
川
市
へ
も
送
っ
た
。

　
中
津
川
市
で
は
、
伊
勢
神
宮
、
出
雲
大

社
な
ど
へ
材
木
を
送
り
出
す
と
き
は
、
式

典
を
す
る
が
、
こ
の
時
は
や
っ
た
記
録
が

な
い
し
姫
路
城
の
心
柱
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
中
津
川
市
、
姫
路
市
、
市
川
町

二
市
一
町
の
交
流
を
提
案
し
、
一
昨
年
、

市
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
交
流
会
を
盛
大
に

行
い
、
現
在
も
交
流
は
続
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
東
心
柱
が
福
崎
町
か
ら
出
て

い
る
こ
と
に
関
し
さ
ら
な
る
資
料
を
見
つ
け
、

確
か
な
も
の
に
し
た
い
。

　
福
崎
町
文
化
協
会
の
会
員
さ
ん
、
担
当

者
、
そ
の
他
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。
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祝い引き前日

旧姫路市役所前でまで運ばれる。
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